４　吉川元春羽衣石城を攻む
毛利勢の反攻準備　　　　南条元続は、毛利勢のかならず攻めてくることを予想し、いよいよEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ろう),籠)城の準備を固くし、大

南条氏の備え　　　　　手EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なごうた),長和田)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふさ),塞)ぎ、堀をめぐらしEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(へい),塀)を設け、岩尾のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さき),崎)より五郎谷にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とりで),砦)を構え、高野宮城・松崎城を固め、田尻（田後）には南条元周、日下山城には船越重EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たか),敬)（伯耆氏、妻は南条元続の妹）、倉吉打吹城には山名氏豊、小鴨城には元清をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こも),籠)らせ、さらに西方の由良城には一条清綱を備えて、手ぐすねひいて毛利方を待った。
吉川元春の反攻　　　　　時に天正７年７月、予期したとおり、吉川元春は兵１万３千を以って攻め寄せ、橋津の馬ノ山に陣し、元長をして羽衣石の支城田尻城を攻めさせた。この田尻城は天神川を前にひかえた、
田尻城の落城　　　　　羽衣石城にとっての重要な防衛陣地であったが、平地城で１万３千の吉川勢をささえることができなかった。一方田尻城の南条元周の退陣とともに、吉川軍の余勢杉原盛重はたちまち日下
日下山の激戦　　　　　山城なる船越重敬の陣地に押し寄せてきた。この日下山合戦は相当の激戦であったらしく、状況がこれまで未発達であった伯耆氏の系図に附記されてのこっている。これはもとより従来の地方史にもれているのでここにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ばっすい),抜萃)し紹介して見る。
「九拾代船越部伯耆禰伯耆氏重敬清谷城主摂津守、妻羽衣石城主南条伯耆守娘行衛、天正七年七月二十二日戦卒　人皇百六代正親町天皇元亀三壬申二月十日就職（註　波々伎神社神職に就職）天正七年日下山にて卒、日下山夫婦塚隠り祭りき（以下祝詞式文体を平文に訳す）
　天正７己卯年吉川元春兵を挙げて伯耆国に入り南条氏元続公を攻めるの際、先ず田後EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じん),陣)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(や),舎)落ち、南条兵庫守元周公田後屋形立退き日下山に宿陣成し給う時、重敬妻南条行衛之方と共に同じく宿陣成し給う。夜明方に至り好き武士と戦い卒したり、続いて行衛方も戦い卒せらる。大平院殿EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほおき),伯陌)大夫神祖大居士と、行衛方の法名も南光院伯陌大夫婦人義室大姉とこそ。日下山夫婦塚にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かくり),隠)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まつ),祭)りき。岸田弥助菅原長寿日下山落ち重敬卒すと聞き大平野の本陣立ち退きEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なごうた),長和田)木戸を固む。長寿の長子長峯守りかね重敬嗣子重隆を助けて清谷の里谷田平に隠る。それより、吉川の兵長寿の館に火を懸け、栗尾坂より南条公の本陣を攻む。此時口惜くも本陣陥入りたり。長寿の館に火を懸けたる時に宿禰家及神社焼失したり。付々
の神主及船越部家遺族・御神体及内陣（註波々伎神の）・幣六本・勅額壱枚・神鏡３枚取り出したり。去りながら神宝・御朱印・由緒ある什器宝物は残らず焼け失せたり。此時重隆は１１才なり。数年長峯に助けられ分祿４乙未年、世も穏かと相成つれば（船越）部の一家を隠し菅領に口惜くも従い８月上京参内し、左次大夫を受け波々伎神社外６社の祠官と相成たるも、社隠御引挙げ相成り遂に伏谷神楯姫命神社・清神社・御井両社此等の大社修営する事を得ず、御神体を船越部がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いつくいえ),斉家)の神床に祭なり。若宮も続て御神体を清谷村宮原EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あざな),字)に遷し祭る。此の若宮に拾壱柱の御神体は岩屋殿に祭りて在したるを以て火災には懸られ申さずて有りける。
　船越部伯耆宿禰孫　船越左次大夫重降時に行年参拾歳菊月筆にす」（註船越重敬・重隆は筆者の祖母の親に当る）

と、また

「伯耆氏九拾壱代祠官　船越左次大夫重隆妻南条氏千代衛号二右近一慶長十九年七月廿三日
卒瑞雲院殿珠応妙珪信女
紀元２２２９年（１５６９）正親町天皇永祿１２年己巳年に生れ、天正己卯年拾壱歳にて父
母共に日下山宿陣の際戦卒せられ、岸田弥助（註菅原）長峯（に）育てられ、後陽成天皇文
祿己未年８月２日伯耆神波波伎神社外６社祠官拝命、時に年２７歳、後水尾天皇元和８壬戍
年６月退隠、長子重宗に相続せしむ。時に年５０歳妻南条伯耆守娘千代衛右近と号す。羽衣
石城の際老臣等の俗家に隠す。岸田弥助の育つるにおいて重隆に身合す。
　岸田弥助は美作粟井菅家の一族たり。弥助長年南条公の老臣にして当代の忠臣たり。南条氏伯耆神社を御祈願所と御崇敬相成り間もなく行衛方重敬公に嫁せられる。依て弥助の封地西郷は伯耆神衛士惣領と遷され、天正７年の役EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なごうた),長和田)木戸にて高名後、大阪にて戦死す。子長峯清谷に重隆を擁して隠る。後遂に姓を福井と改め農民となる豪農の名近国にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とどろ),轟)かす。長峯重隆及び千代衛姫の生長を喜びありしが、老いて旧事を思出て憤然剣を腰にして摂州に入り殺さる。大阪に墳墓ありと伝う長年（峯）の墳墓絶ゆ。高野山に恒阿弥陀仏と長峯法名は未だ知れずてありける。」
（筆者註　船越に行衛姫の短刀がある。長さ７寸９分余（２４センチメートル）、直刃に小乱入り沸細やかに、杢目正がかる、備州長船住則光作と切る。白鞘入。伝え言う。日下山合戦のみぎり夫重敬を殺害した強敵と討ち合い彼の敵討を遂げ重囲におち入り自害した時の業物であると、参考のため記しておく。）
吉川軍の羽衣石城　　　さて、日下山を陥し入れた毛利軍吉川の先鋒杉原盛重は、羽衣石の正面より進んだが、城壁険
攻略　　　　　　　　にして抜けず、元長は城後の栗尾谷の間道より城の背後に出て火を放った。このため城は前後よ
南条元続の脱出　　　り敵を受け、落城にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひん),頻)し、元続は自殺しようとしたが、老臣広瀬出羽守のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いさめ),諫)により城を脱出し、三徳を経て因幡に入り、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いんせき),姻戚)にあたる用ヶ瀬城主磯部兵部大夫を頼った。元春は凱歌をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とな),唱)えて戦勝を祝し、羽衣石には毛利元経に８００余騎をつけて因州の備えとした。
　　　　　　　　　　（防州（山口県）岩国にのこる南条踊りは、この戦勝凱歌の名残りであろうか。松崎温泉にのこ

る浪人踊りはこれと表裏をなすものか。）

羽衣石城の造り　　　　ちなみに、このころの羽衣石城は瓦EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぶき),葺)の厚いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぬり),塗)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ご),籠)の壁を持った城壁ではなく、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かやぶき),萱葺)程度の急造の建築であったものらしく、城址に遺瓦が一片も見つからない。ただ大手門の石垣は巨岩を積み上げ、表裏ともに断崖険EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(そ),阻)な要害地であるが、火矢を打ち込まれれば火災を起し易すかったものと見える。
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